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大和棟の家　岩田章吾

　この住宅は奈良の西、昭和30－40年代に沿線開発された
住宅地に位置する。クライアントは夫婦、子供一人と犬一匹であ
る。海外との取引が多いクライアントからは、諸室などの具体
的要望に加え、今日的でありながら、日本的なものを感じさせる
住居が求められた。議論を重ね、奈良地方に特有の民家形式で
ある大和棟の形態を引用しながら今日的住まいを作り出すこと
となった。
　大和棟を選択した理由は、主に二つ、宅地開発によって失われ
た、この地にあったであろう風景を再生するためと、大和棟の持
つ形態的な可能性、つまり、大屋根という強い形式でありながら、
二つの異なるスケール感覚が存在することや、二つの屋根の間に
さまざまな空間を生み出しうること、に惹かれたためである。
　かつての風景を再生するという意図から勾配など外観のフォ
ルムやスケール感は伝統的な大和棟にならった。一方で、架構
や内部空間は今日的な解釈を行った。従来の大和棟は急勾配
の主屋と緩勾配の落棟という下屋根が上屋根に従属するような
形であったが、この住宅では、重なり合う二つの屋根を等価に
扱い、またその関係を空間化することで多様なスケールと多様
な場を内包させることを意図した。

撮影：松村芳治　第8回建築人賞受賞作品

■プロフィール
岩田章吾
岩田章吾建築設計事務所代表取締役
一級建築士・工学博士・武庫川女子大学教授
経歴／1964年大阪生まれ、1987年大阪大学工学部建
築工学科卒業、1989年 大阪大学大学院卒業、1989年
竹中工務店設計部（～2005年）、1999年米国コロンビア
大学建築計画大学院、2000年米国コロンビア大学客員
研究員、2002年 神戸大学大学院博士課程入学、2005
年岩田章吾建築設計事務所設立、2006年神戸大学大
学院博士課程卒業、2012年武庫川女子大学教授

■建物データ
建築位置：奈良市
用　　途：個人住宅
規　　模：地上2階建て
構　　造：木造
敷地面積：458.37㎡
建築面積：155.13㎡
延べ面積：206.24㎡
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松
隈
　
洋	

京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
。
博
士
（
工
学
）。

一
九
五
七
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
一
九
八
〇
年
京

都
大
学
卒
業
後
、
前
川
國
男
建
築
設
計
事
務
所

に
入
所
。
二
〇
〇
八
年
十
月
よ
り
現
職
。

　

ま
た
一
つ
地
域
に
残
る
近
代
建
築
の
名
作
が
姿

を
消
し
た
。こ
こ
に
経
緯
を
書
き
と
め
る
こ
と
で
、

そ
の
記
憶
を
少
し
で
も
明
日
へ
と
つ
な
げ
た
い
。

二
〇
一
六
年
六
月
、
秋
田
県
湯
沢
市
で
、
日
本
建

築
家
協
会
東
北
支
部
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム﹁
旧
・

雄
勝
町
役
場
の
存
続
を
考
え
る
﹂
が
行
わ
れ
、
パ

ネ
リ
ス
ト
の
一
人
と
し
て
参
加
し
た
。

　

こ
の
町
役
場
は
、
白
井
晟
一
︵
一
九
〇
五
～
八

三
年
︶
の
戦
後
初
期
の
代
表
作
と
し
て
知
ら
れ
る
。

一
九
五
五
年
十
一
月
に
木
造
の
旧
庁
舎
が
原
因
不

明
の
火
災
で
焼
失
、
町
は
木
造
で
の
再
建
を
計
画

し
た
が
、
縁
あ
っ
て
推
薦
を
受
け
た
白
井
の
設
計

で
、
当
時
と
し
て
は
珍
し
い
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
で
一
九
五
六
年
に
竣
工
す
る
。
そ
の
後
、
二
〇

〇
五
年
に
湯
沢
市
へ
合
併
さ
れ
る
ま
で
、
増
改
築

が
重
ね
ら
れ
て
原
形
を
大
き
く
損
ね
た
も
の
の
、

そ
れ
で
も
随
所
に
当
時
の
姿
を
と
ど
め
な
が
ら
、

半
世
紀
に
わ
た
り
町
民
の
暮
ら
し
と
共
に
あ
っ
た
。

合
併
後
も
支
所
と
し
て
使
わ
れ
て
き
た
が
、
新
庁

舎
が
完
成
し
た
二
〇
一
四
年
一
月
に
、
湯
沢
市
は

老
朽
化
な
ど
を
理
由
に
支
所
機
能
を
移
転
す
る
方

針
を
発
表
、
取
り
壊
し
問
題
が
急
浮
上
す
る
。

　

こ
う
し
た
動
き
を
受
け
て
、
二
〇
一
五
年
四
月

に
は
、
日
本
建
築
学
会
東
北
支
部
か
ら
市
長
宛
て

に
保
存
活
用
に
関
す
る
要
望
書
が
提
出
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
二
〇
一
六
年
六
月
に
は
、
地
元
建
築
士

会
有
志
ら
が
﹁
白
井
晟
一　

湯
沢
・
雄
勝
六
作
品

群
を
遺
す
会
﹂
を
結
成
し
て
、
八
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団

体
な
ど
に
よ
る
民
間
利
活
用
を
示
す
大
部
の
提
案

書
を
急
ぎ
提
出
し
、
市
の
理
解
を
求
め
た
。
し
か

し
、
市
長
は
﹁
文
化
価
値
は
認
め
る
。
公
的
資
金

に
よ
ら
な
い
活
用
を
求
め
た
が
、
具
体
案
が
示
さ

れ
な
か
っ
た
﹂
と
返
答
し
、
市
議
会
は
九
月
、
賛

成
多
数
で
解
体
費
を
可
決
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う

し
て
二
〇
一
七
年
二
月
に
解
体
工
事
が
始
ま
っ

た
。
跡
地
は
、駐
車
場
と
し
て
使
わ
れ
る
と
い
う
。

　

湯
沢
市
の
人
口
は
約
四
万
七
千
人
、
六
十
五
歳

以
上
の
高
齢
者
比
率
は
三
十
五
％
を
超
え
る
。
人

口
減
少
と
高
齢
化
が
急
速
に
進
み
、
公
共
施
設
の

維
持
管
理
費
の
負
担
が
重
く
の
し
か
か
っ
て
い
る
。

だ
が
、
地
元
の
建
築
関
係
者
が
切
実
に
求
め
た
よ

う
に
、
こ
の
庁
舎
は
、
秋
田
に
縁
あ
っ
て
多
く
の

建
築
を
遺
し
た
白
井
の
数
少
な
い
公
共
建
築
で
あ

り
、
将
来
を
見
据
え
れ
ば
、
地
域
の
核
と
な
り
得

る
可
能
性
を
持
つ
大
切
な
文
化
遺
産
だ
っ
た
の
だ

と
思
う
。
今
の
基
準
か
ら
言
え
ば
、
約
七
六
〇
㎡

の
小
規
模
の
建
物
で
あ
り
、
広
く
支
援
と
知
恵
を

集
め
れ
ば
、
利
活
用
の
道
も
開
け
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。駐
車
場
で
は
記
憶
の
か
け
ら
も
な
い
。

　

同
じ
よ
う
な
事
例
は
全
国
各
地
で
起
き
て
い
る

に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
現
代
の
私
た
ち
に
求
め

ら
れ
る
の
は
、
先
人
た
ち
が
戦
後
復
興
期
に
拠
り

所
と
な
る
場
所
を
築
こ
う
と
し
た
思
い
と
そ
れ
を

可
能
と
し
た
時
代
精
神
へ
の
想
像
力
だ
と
思
う
。

一
九
五
七
年
、﹃
建
築
文
化
﹄
十
二
月
号
は
、
同
時

期
に
竣
工
し
た
丹
下
健
三
の
倉
吉
市
庁
舎
や
佐
藤

武
夫
の
旭
川
市
庁
舎
、
日
建
設
計
の
神
戸
市
庁
舎

な
ど
大
規
模
な
庁
舎
と
共
に
、
雄
勝
町
役
場
を
取

り
上
げ
、
神
代
雄
一
郎
の
白
井
論
と
対
談
を
含
む

十
五
頁
を
割
き
、
雪
深
い
現
地
に
二
川
幸
夫
を
派

遣
し
て
竣
工
写
真
を
撮
ら
せ
る
な
ど
、
特
別
扱
い

で
紹
介
し
た
。
京
都
に
生
ま
れ
、
東
京
で
育
っ
た

白
井
に
は
、
秋
田
と
の
縁
は
な
か
っ
た
。
神
代
と

の
対
談
の
中
で
白
井
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　
﹁
戦
後
招
か
れ
て
講
演
に
行
っ
た
の
が
縁
で
、

最
初
に
農
村
と
し
て
は
か
な
り
大
き
な
組
合
病
院

を
た
て
ま
し
た
。
こ
れ
は
地
方
の
事
情
も
わ
か
ら

ず
い
わ
ゆ
る
都
会
建
築
家
の
惨
敗
に
終
り
ま
し

た
。
そ
の
後
二
年
ぐ
ら
い
の
間
温
泉
ホ
テ
ル
を
二

つ
つ
く
っ
て
い
る
あ
い
だ
に
だ
ん
だ
ん
そ
の
地
方

の
風
土
、
人
間
、
そ
う
い
う
も
の
へ
の
理
解
が
で

き
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
役
場
は
こ
と
わ
り

き
れ
ず
従
事
し
た
の
で
す
が
、
こ
れ
が
却
っ
て
愉

快
な
仕
事
に
な
り
、
地
方
庶
民
の
た
め
の
公
共
建

物
を
つ
く
る
甲
斐
と
よ
ろ
こ
び
を
知
る
端
緒
と
な

り
ま
し
た
。﹂

　

こ
の
発
言
に
出
て
く
る
﹁
病
院
﹂
と
は
、
雄
勝

町
に
竣
工
し
た
木
造
の
羽
後
病
院︵
一
九
四
八
年
︶

を
指
し
、﹁
惨
敗
﹂
と
は
、
お
そ
ら
く
雪
深
い
気

候
風
土
を
知
ら
ず
に
設
計
し
た
建
物
が
わ
ず
か
八

年
で
取
り
壊
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
ま

た
、﹁
温
泉
ホ
テ
ル
﹂
と
は
、
秋
田
へ
通
う
き
っ

か
け
に
も
な
っ
た
秋
ノ
宮
の
稲
住
温
泉
郷
の
旅

館
で
あ
る
。
そ
し
て
続
い
て
手
が
け
た
﹁
役
場
﹂

が
、
切
妻
の
大
屋
根
と
赤
茶
色
の
外
壁
、
曲
線
を

描
く
二
階
の
ベ
ラ
ン
ダ
が
印
象
的
な
秋
ノ
宮
村
役

場
︵
一
九
五
一
年
︶
で
あ
る
。
一
九
二
八
年
に
京

都
高
等
工
芸
学
校
図
案
科
を
卒
業
後
、
哲
学
を
志

し
て
ド
イ
ツ
へ
渡
り
、
ベ
ル
リ
ン
と
ハ
イ
デ
ル
ベ

ル
ク
に
学
ん
だ
白
井
は
、
建
築
の
専
門
教
育
を
受

け
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。一
九
三
三
年
の
帰
国
後
、

義
兄
・
近
藤
浩
一
路
の
自
邸
に
携
わ
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
建
築
家
へ
の
道
を
歩
み
始
め
る
。
彼

の
建
築
を
育
ん
だ
も
の
と
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
神
代
と
の
対
談
で
、渡
欧
の
き
っ
か
け
に﹁
ゴ

テ
ィ
ッ
ク
を
勉
強
し
よ
う
と
い
う
目
標
﹂
が
あ
っ

た
と
述
べ
て
い
る
が
、
現
地
で
学
ん
だ
ギ
リ
シ
ャ

時
代
の
建
築
を
含
め
、
圧
倒
的
な
歴
史
の
厚
み
こ

そ
、
独
自
の
建
築
思
想
を
育
ん
だ
の
だ
と
思
う
。

同
じ
対
談
で
白
井
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　
﹁
僕
等
は
現
代
を
避
け
て
で
る
こ
と
は
出
来
ま

せ
ん
、
同
時
に
過
去
を
負
っ
て
い
る
こ
と
も
逃
れ

ら
れ
な
い
、
そ
れ
に
未
来
へ
の
責
任
が
あ
る
。
私

た
ち
の
仕
事
、
︱
創
造
と
い
え
る
な
ら
︱
は
過
去

現
在
未
来
に
わ
た
っ
て
た
た
か
わ
れ
て
い
る
の
だ

と
お
も
い
ま
す
。﹂

　

失
わ
れ
ゆ
く
秋
田
の
白
井
の
仕
事
を
考
え
る
と

き
、
こ
の
言
葉
は
、
先
人
た
ち
が
綿
々
と
築
き
上

げ
て
き
た
歴
史
的
蓄
積
へ
の
敬
意
と
畏
怖
、
そ
れ

を
忘
却
し
て
し
ま
っ
た
現
代
の
危
う
さ
へ
の
警
鐘

と
し
て
迫
っ
て
く
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

2 階会議室と溝彫を施された楕円柱

南東からみる外観全景

旧・雄勝町役場　1956 年
失われゆく白井晟一秋田の仕事

記憶の建築
松隈　洋
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INFORMATION

ドイツから木造パッシブハウスの未来
Bigセミナー2017
4/6　CPD4単位

環境に対応した持続可能な木造建築をテーマ
に、CLTをはじめ木造建築においても先駆的な
取り組みを行う欧州の建築家お二人を招き、木
材や自然素材を活用したエコロジーで且つサス
ティナブルな建築のあり方を学んでいただくた
め、Bigセミナー2017を開催します。
環境に対応した持続可能な木造建築における
ドイツの先駆的な取り組みや事例、建築におけ
るドイツ環境政策など、近年進むサスティナブル
建築の動向を交えお話し頂きます。
主催　㈱イケダコーポレーション
日時　4月6日（木）　13：00 〜16：55
　　　（開場12：30）
会場　梅田スカイビル タワーイースト36階
　　　スカイルーム1
　　　大阪市北区大淀中1-1
講師　フランク・ラトケ
　　　ホルガー・ケーニッヒ
　　　独日同時通訳
定員　150名（先着順）
参加費　一般5,000円
問合　㈱イケダコーポレーション
　　　Tel.06-6452-9377 

京都国立近代美術館
endless 山田正亮の絵画
3/1〜4/9

“描く”ことを自らの人生と一体化させ、美術の潮
流から距離をとり、孤独の中で生涯描き続けた
画家、山田正亮。本展は、ストライブの画面で知
られる彼の画業を網羅した、初の本格的回顧
展です。5,000点近い作品から選りすぐった主
要作200点超を初公開の制作ノート群とともに
ご紹介します。
会期　3月1日（水）〜4月9日（日）
時間　9：30〜17：00（入館は16：30まで）
休館日　月曜、3/21（但し、3/20は開館）
観覧料　一般1,000円
会場　京都国立近代美術館
　　　京都市左京区岡崎円勝寺町
問合　京都国立近代美術館
　　　Tel.075-761-4111
http://www.momak.go.jp/Japanese/exhibition
Archive/2016/418.html

木造回帰が切り拓く建築の未来〜
関西広域木造建築普及促進協議会
発足記念事業
3/30　CPD5単位

木材資源の状況、木造建築の普及推進への施
策や法令改正と技術革新による新たな展開、また
木造回帰が切り拓く建築の未来についての講演
会です。綿業会館見学会、懇親会も実施します。
主催　（一社）大阪府木材連合会
共催　（公社）大阪府建築士会
日時　3月30日（木）　13：00〜20：00
講師　腰原幹雄、長谷見雄二、五十田博、
　　　黒田慶子
会場　綿業会館新館7階大会場
　　　大阪市中央区備後町2-5-8
最寄駅　地下鉄御堂筋線本町駅
参加費　講演会・綿業会館見学会／無料
　　　　懇親会／7,000円
定員　講演会150名、綿業会館見学会70名、
　　　懇親会100名（各申込先着順）
申込　事業名、参加希望内容、氏名、フリガナ、所属団

体、勤務先名・所属部課名・住所・TEL・FAX、
携帯番号を明記のうえ、FAXして下さい。

申込先　（一社）大阪府木材連合会
　　　　Fax.06-6531-9184

日本建築協会創立100周年
記念講演会
3/30

日本建築協会創立100周年を記念し、槇文彦
氏の講演会を実施します。
日時　3月30日（木）　14：45〜
会場　大阪市中央公会堂大集会室
　　　大阪市北区中之島1-1-27
講師　槇文彦（槇総合計画事務所）
聞き手　倉方俊輔（建築史家、大阪市立大学准教授）
定員　1,000名（事前申込制・先着順）
問合　（一社）日本建築協会
　　　Tel.06-6946-6981

日本建築協会創立100周年
記念パネルディスカッション

「Architecture & Society/Architect in Society」
3/30

海外で活躍するU-35世代とともに、「建築と社
会」の未来を考えます。
日時　3月30日（木）　18：30〜
会場　大阪市中央公会堂大集会室
　　　大阪市北区中之島1-1-27
ゲスト  澤　秀俊（建築家 Vo Trong Nghia 
　　　　　　　 Architects／ベトナム）
　　　小室　舞（建築家 Herzog & de Meuron 
　　　　　　　　 ／香港）
　　　森山　茜（テキスタイルデザイナー Studio Akane
　　　　　　　 Moriyama／ストックホルム）
　　　吉村有司（建築家 laboratory urban 
　　　　　　　 DECODE／バルセロナ）
定員　1,000名（事前申込制・先着順）
問合　（一社）日本建築協会
　　　Tel.06-6946-6981
http://www.aaj.or.jp

　　　　　  Tel.06-6443-0538
http://kinki.aij.or.jp/
申込　http://kinki.aij.or.jp/main/event_form

建築の記憶　大阪万博の建築
3/25〜7/4

大阪万博のパビリオン建築の構想段階の設計
図や模型写真、建設現場記録など、大阪万博
会期の前後のプロセスを、これまで公開される
機会の少なかった資料を中心に紹介します。
会期　3月25日（土）〜7月4日（火）
時間　10：00〜17：00（入館16：30まで）
休館日　水曜日（水曜日が祝日の場合は翌日

の木曜日。但し、4/1からゴールデン
ウィークまでは無休）

観覧料　一般400円
　　　　（別途自然文化園入園料が必要）
◆開催記念 対談　
　「建築の記憶―大阪万博の建築」
　日時　3月26日（日）　14：00〜16：00
　会場　EXPO’70パビリオン
      　　万博記念公園自然文化園内
　定員　80名
　参加費　無料（要展覧会チケット）
　登壇者　橋爪紳也（大阪府立大学教授）
　　　　　大西若人（朝日新聞編集委員）
　申込期間　2月25日〜定員なり次第締切
　申込方法　メールで事前申込制、先着順
　　件名に3/26大阪万博の建築参加希望、
　　本文に氏名、フリガナ、TEL明記
　Mail:banpakuevent@bmkkc.or.jp
◆「鉄鋼館ガイドツアー」
　日時　4月15日（土）　14：00〜16：00
　会場　EXPO’70パビリオン展覧会場入口集合
　定員　15名
　参加費　4,580円（保険代、防具など）
　案内人　橋爪紳也
　申込期間　3月1日（水）〜3月10日（金）
　　　　　　（消印有効）
　申込方法　往復はがきで応募、抽選
　　はがきに氏名、フリガナ、住所、TELを明記
　　抽選結果は返信用はがきにてお知らせ
　送付先　〒565-0826 大阪府吹田市千里
　　　　　万博公園  EXPO’70パビリオン宛
◆特別プログラム
　「大阪万博記録映画祭vol.1―建築編」
　日時　5月20日（土）　14：00〜16：00
　「大阪万博記録映画祭vol.2―パビリオン編」
　日時　6月17日（土）　14：00〜16：00
　会場　EXPO’70パビリオン
　定員　先着30名
　参加費　無料（要展覧会チケット）
　申込　当日10時より、電話またはEXPO’70
　　　　パビリオン受付カウンターまで
　問合　EXPO’70パビリオン
　　　　Tel.06-6877-4737
http://www.bmkkc.or.jp/expo70pavilion/

大阪市立美術館
特別展「改組新第3回日展」
開催中〜3/20

本展覧会は、東京会場から始まり、京都、名古
屋、大阪、富山の順に巡回し、全国を巡回する
作品と地元作家作品を展示します。大阪展で
は、会員作家及び今回の入賞者による基本作
品247点と、大阪・兵庫・奈良・和歌山に在住す
る会員作家の作品や入選作品などの地元作品
341点、あわせて588点の作品を陳列します。
会期　開催中〜3月20日（月・祝）
時間　9：30〜17：00（入館は16：30まで）
休館日　月曜（3/20は開館） 
会場　大阪市立美術館（天王寺公園内） 
　　　大阪市天王寺区茶臼山町1-82 
入館料　一般1,000円 
問合　大阪市総合コールセンター
　　　Tel.06-4301-7285
http://www.osaka-art-museum.jp/

東洋陶磁美術館
特別展「台北 國立故宮博物院―北宋汝窯
青磁水仙盆」
開催中〜3/26

今回の展示では、台北の國立故宮博物院か
ら、汝窯の最高傑作であり、人類史上最高のや
きものともいえる「青磁無紋水仙盆」をはじめと
した北宋汝窯の青磁水仙盆計4点と、さらに清
朝の皇帝がその「青磁無紋水仙盆」を手本に
つくらせた景徳鎮官窯の青磁水仙盆1点が初
めて揃って海外に出品されます。
会期　開催中〜3月26日（日）
時間　9：30〜17：00（入館は閉館30分前まで）
休館日　月曜日（3/20は開館）、3/21
観覧料　1,200円
会場　大阪市立東洋陶磁美術館
　　　大阪市北区中之島1-1-26
問合　大阪市立東洋陶磁美術館
　　　Tel.06-6223-0055
　　　http://www.moco.or.jp

洋画「働く人」天野富美男

Still Life no.64 1953年 油彩  山田正亮

青磁水仙盆　台北 國立故宮博物院蔵
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INFORMATION については本会ホームページにも掲載されています。
本会ホームページの WEB 申込システムから簡単に申込みができます。【詳細は大阪府建築士会ホームページ】 http://www.aba-osakafu.or.jp/まで

エコハウス提案会
3/7

すまいの省エネに関する企業や情報が集積す
る「おおさかATCグリーンエコプラザ」が最新の
エコハウス・エコリフォームについて提案を行い
ます。東京大学の前准教授他を招いてのセミ
ナーも開催します。
主催　ATCグリーンエコプラザ
　　　（大阪市  日本経済新聞社  ATC㈱）
日時　3月7日（火）　13：00〜17：00
会場　ATCグリーンエコプラザ
　　　大阪市住之江区南港北2-1-10
定員　200名（事前申込制）
参加費　無料
詳細・申込　http://www.ecoplaza.gr.jp 
問合　ATCグリーンエコプラザ　安田
　　　Tel.06-6615-5888

持続可能社会のための住まいのデ
ザインビジョン
〜シェアリングエコノミーの視点から〜
3/15

持続可能な未来社会を実現していくためには、
事物よりも関係が、フローよりもストックが、所有
よりも利用が、個人よりも集団が重要になると
考え、「シェアリングエコノミーの視点から」という
サブタイトルを掲げました。本シンポジウムでは、
多彩な経験、広い視野をお持ちのパネリストを
招き、活発なディスカッションを期待しています。
主催　（一社）日本建築学会近畿支部
日時　3月15日（水）　13：30 〜 17：00
会場　大阪科学技術センター 8階大ホール
　　　大阪市西区靱本町1-8-4
コーディネーター
　髙田光雄（京都大学大学院教授）
パネリスト
　西山直人（都市再生機構西日本支社大阪エリ

ア経営部計画推進チームリーダー）
　馬場正尊
　（Open A代表・東北芸術工科大学教授・建築家）
　藤村龍至（東京藝術大学准教授・RFA主宰）
　松岡　聡
　（近畿大学教授・松岡聡田村裕希共同主宰）
　吉原勝己
　（吉原住宅㈲・㈱スペースRデザイン代表取締役）
定員　300名（申し込み先着順）
参加費　本会会員2,000円
問合・申込　（一社）日本建築学会近畿支部

第1回建築課外授業
淡路瓦工場見学と南あわじ建築め
ぐり
4/15　CDP4単位（予定）

淡路瓦工場見学と南あわじの歴史･産業遺産
等の見学を企画しました。淡路瓦工業組合より
淡路瓦の歴史と耐震への取組みを紹介してい
たたき、そののち工場を見学し、午後から歴史･
産業遺産等の見学を行います。
見学先（予定）
◦洲本市民広場：近代化産業遺産に認定さ

れる旧鐘紡洲本工場の赤レンガ建築群が遺
り図書館やレストラン施設として再生されて
います。

◦生石公園：京阪神地方の防備のために築
かれた由良要塞が歴史遺産として遺されて
います。

◦若人の広場公園：丹下健三氏設計による
記念塔は鳴門海峡の雄大なロケーションと
共に圧巻です。

日時　4月15日（土）　9：00〜19：30
集合　西梅田ダイビル前 　8：30
定員　40名（申込先着順）
参加費　会員6,500円　会員外7,000円
　　　　（バス代、保険代、資料代を含む） 
 

賛助分科会・地域分科会北河内地域共催
木造障がい者福祉施設「路交館 
桜の園」見学会
4/21　CPD2単位（予定）

近年全国的に公共建築物、福祉施設などへの
木造利用の事例が増えています。平成28年3
月完工の準防火地域内での燃えしろ設計によ
る木造障がい者福祉施設について、建物の見
学会とともに設計者の説明と、木質材料供給
者より仕様説明をいただきます。
日時　4月21日（金）　集合　15：45〜
　16：00〜　見学主旨・設計内容説明
　16：50〜　二班に分かれて交替で見学
　　　　　　館内・館外見学と説明
　　　　　　木質材料説明
　18：00〜　終了・解散
　　　　　　懇親会参加者は大日駅へ移動
講師　伊東正市（㈲ものづくり伊東設計工房）
　　　渡邊豪巳（グレス）
集合場所　障がい者福祉施設路交館桜の園
　　　　　大阪府守口市八雲北町3-39-8
定員　30名
参加費　会員2,000円　会員外3,000円
　　　　（懇親会費3,500円別）

既存建築物耐震診断等の評価・評
定

本会では、「建築物の耐震改修の促進に関す
る法律」の改正に伴い、建築構造の学識者や
実務者で構成する「建築物耐震評価委員会」
を組織し、平成26年1月より建築物耐震評価
業務を実施しております。
不特定多数が利用する施設や沿道建築物な
ど、申込者が検討した建築物の耐震診断及び
耐震補強計画について、専門的観点のもとに
審査・審議を行い、妥当であると認める申込案
件に対して評価書を交付します。
スピーディな審査を心掛けておりますのでどうぞ
ご活用ください。

（業務内容）
　耐震診断報告書の審査、評価
　耐震補強計画案の審査、評価 等

（対象建築物）
　公共・民間等の建築種別、用途、規模、構 
　造種別は問いません。また、他府県の建築物 
　も対象としております。

（会員特典）
　申込者又は診断等実施者が本会会員の場
　合は、評価手数料の10％割引があります。
詳細は、本会ホームページをご覧ください。

監理技術者講習
（監理技術者以外の方も受講可能）
3/23　CPD各6単位

本講習会は建設業法に基づく法定講習であ
り、講習では建築に特化したテキストを使用し、
経験豊富なベテラン技術者の講師による解説
と映像で、実務に役立つ情報を提供します。
なお、監理技術者以外の建築士や技術者の方
も受講が可能です。日頃の工事監理業務に役
立ちますので、ぜひご受講下さい。
日程 3月23日（木）
時間　9：00〜17：00
会場　大阪府建築健保会館
定員　90名（定員に達し次第締切）
受講料　WEB申込み9,500円
　　　　郵送・窓口申込み10,000円
申込　日本建築士会連合会ホームページから
　　　お申込下さい。
http://www.kenchikushikai.or.jp/torikumi/
news/2015-07-28-2.html

建築士法にもとづく建築技術講習会
外壁タイルの剥落防止対策と法的
留意点
4/14　CPD3単位（予定）

タイルは外装材として多くの建物で使われてい
る材料ですが、近年、剥離・剥落による事故も
起きており、適切な設計、施工及び維持管理は

重要な課題とされています。建築業界全体とし
ても、タイルの剥離・剥落防止の新しい工法や
改修工法が開発される中、適切に理解し施工
することが重要です。本講習会を新築・保全・改
修のそれぞれの段階で適切な設計・監理・施工
の一助としてご活用下さい。
日時　4月14日（金）　13：30〜17：00
会場　アドヴァン大阪ショールーム
内容　工法の変遷から学ぶ外壁タイル施工のポ

イント、外壁タイル改修工事とタイル保全
のポイント、設計者･監理者･施工者が理
解すべき外壁タイル工事の法的留意点

定員　100名（定員に達し次第締切）
受講料　建築士会会員3,500円
　　　　後援団体会員4,500円
　　　　一般5,500円

建築士の会「みしま野」「北河内」「北摂」共催
立命館大学・大阪いばらきキャンパ
ス見学会
3/9　CPD 2単位（予定）

建築士の会「みしま野」の地に、立命館大学が
やって来た。2015年、大阪いばらきキャンパス
が設置され、多くの学生が茨木市に通っていま
す。大学のキャンパスは、一般的には門や塀が
設置された閉鎖的な空間が多いですが、大阪
いばらきキャンパスは、茨木市の市民公園や茨
木商工会議所が併設されるなど「産官学」が一
体化したオープンなキャンパスとなっており、其
処には様々な仕掛けがあります。そこで今回は
新しい形態の大学キャンパスを大学の施設、設
備、防災拠点、更に、企業連携の観点から見学
会を開催します。
日時　3月9日（木）
　　　14：30集合　15：30〜17：00見学
集合　JR茨木駅東口
　　　ペデストリアンデッキ2階広場
参加費　会員1,000円　会員外1,500円
定員　50名（定員に達し次第締切）

無料セミナー「危ない我が家」
第3回「安心・安全・安らぎの家」
3/11　CPD2単位

より豊かなシルバーライフを実現するために、誰
もが快適に暮らし続けることができる住宅のア
ドバイスをまとめた小冊子「安心・安全・安らぎ
の家」のセミナーを開催します。
日時　3月11日（土）　14：00〜16：00　
会場　大阪ガスショールームハグミュージアム
　　　3F会議室
　　　大阪市西区千代崎3丁目南2-59
最寄駅　地下鉄長堀鶴見緑地線
　　　　ドーム前千代崎駅
講師　大阪府建築士会所属女性建築士
定員　50名（定員に達し次第締切）
受講料　無料
テキスト　「安心・安全・安らぎの家」冊子
　　　　　（参加者全員に進呈）
申込締切　3月6日（月）

（公社）建築技術教育普及センターの平成28
年度普及事業助成金による事業

本会の催し参加問合・申込先
大阪府建築士会事務局
〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17

高田屋大手前ビル5階
地下鉄「谷町4丁目駅」1-B出口すぐ
TEL.06-6947-1961 FAX.06-6943-7103

メール info@aba-osakafu.or.jp
HP http：//www.aba-osakafu.or.jp/

Others
その他のお知らせ

Sponsorship
建築士会からのお知らせ

Administration
行政からのお知らせ
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 1/26 泉佐野市長面談
 1/31 大阪府収用委員会
 2/ 8 豊能町長面談、能勢町長面談
 2/11 京都・山領副会長黄綬褒章祝賀会
 2/15 正副会長会議、理事会
 2/17 全日不動産協会本部長面談
 2/18 建築人賞公開審査

 近畿青年建築士フォーラム
 2/19 事協・高橋前副会長叙勲祝賀会
 2/20 大阪建築コンクール審査委員会
 2/21 香港政庁貿易発展局懇談会
 2/25 ～ 2/26　東海北陸ブロック協議会

今年 5 月の総会時で、本会役員 25 名が
2 年の任期満了となるため、次期役員候
補者を選出する選考委員会を 1 月 17 日
に開催しました。
委員会では、会長及び各委員会から推薦
を受けた 41 名の正会員を対象として、
本会役員としての資質を備えると共に、

会員の声を運営に反映できるよう、幅広
い建築専門分野から選出すること等を基
本に選考を進めました。
その結果、留任理事候補者 20 名、新任
理事候補者 5 名、監事候補者 1 名を選出
し、2 月度理事会でこれらの候補者を総
会に諮ることが承認されました。
理事・監事候補者の詳細につきましては、
5 月の建築人に同封する定時総会議案書
で会員の皆様にお知らせします。

本会の岡本会長と地元の委員が、府内の
43 市町村の首長 ･ 幹部を訪問し、本会
の社会貢献活動などとの連携・協力をお
願いする取り組みは 4 年前から毎年行っ
ており、今年度は 2 月 8 日に豊能町長及
び能勢町長との面談を最後に、すべての
市町村訪問を終えました。
本会の社会貢献活動は、耐震や空家対
策、歴史的建造物の保存・活用、景観保
全、まちづくり等、市町村の政策と一致
する活動が多く、地元在住 ･ 在勤の会員
建築士と行政が連携して活動することに
より、相乗効果が期待できます。
面談した市町村首長からは、本会活動に
対する期待の声が高く、今後も公益社団
法人として地元の会員を中心に地域に貢
献することを伝えました。

枚方市は、2 月 17 日に地震時の避難所の
応急危険度判定に関係する職員 21 名を
対象とした防災訓練を実施されました。
本会では枚方市と昨年締結した「大地震
時における避難所の応急危険度判定に関
する協定」に基づき、大地震発生時には
枚方市の判定活動の支援をする一環とし
て、本会から地元判定士リーダーの田中
克之理事及び被災支援分科会担当理事の
中島薫理事に参加していただきました。
訓練は判定協議会作成のビデオによる研
修の後、最寄りの避難所である枚方第二
小学校に移動して実地訓練が行われまし

た。実地訓練は、2 人ずつ 6 班に分かれ
て下げ振り、メジャー、クラックスケー
ルなどを用いてチェックシートに記入す
るなど、実践同様のスタイルで行われ、
参加者からは「座学とは違うのでもっと
実地訓練が必要」、「チエックリストの必
要性を感じる」などの意見があり、有意
義な訓練となりました。

本会が平成 25 年度から、建築業界の将
来を担う優秀な学生を表彰し、卒業後の
励みとして一層の精進を期待することを
目的として行っている建築関連学校の優
秀卒業生表彰は、本年度 14 名の卒業生
を表彰することとしています。
表彰は、原則として本会役員が卒業式等
に出席して対象者に直接表彰状を授与し
ます。なお、本年度の表彰者在籍校は、
大阪大、大阪市大、大阪芸大、大阪工大、
関西大、近畿大、摂南大、大阪工技専、
中央工学校、修成建設専、日本理工情報
専の 11 校 14 学科です。

本会・大阪府・大阪府住宅供給公社が主
催して平成 3 年から毎年実施している

「あすなろ夢建築」は、建築を学ぶ専修
学校、高等学校等の学生を対象とする設
計コンクールで、グランプリ作品は実際
に建設されます。
今年度は、「多様なコミュニティ活動の
場」のテーマで府営堺宮山台 4 丁住宅集
会所の提案を募集し、16 校から 349 作
品の応募があり、2 月 6 日に審査委員会
を行いました。
その結果、グランプリに大阪市立工芸高
等学校の夏目亜利紗さんが選ばれ、その
他、準グランプリ 1 点、優秀作品賞 2 点、
佳作 3 点、奨励賞 3 点を選定しました。 
3 月 29 日 13 時～ 17 時に大阪市中央区
の大阪府公館において、表彰式と受賞者
によるプレゼンテーション及びフリー
ディスカッションを行います。

動静レポート

建築関連学校優秀卒業生の表彰

建築表彰委員会

第 26 回「あすなろ夢建築」大阪府公
共建築設計コンクールの受賞者決定

建築表彰委員会

会長動静

本年度の府内 43 市町村首長訪問を
終了

運営委員会

枚方市職員の応急危険度判定実地訓練
に本会の担当理事を派遣

社会貢献委員会

来年度の役員候補者の選出

運営委員会

千代松泉佐野市長（左）

池田豊能町長（左）

　上森能勢町長（右）
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りやすい不具合に対して、具体的で実務
に直結できる内容の講義をおこなって頂
き、また新しい防水・シーリング技術は、
設計の幅を広げることが出来る内容で
した。
最後の質疑応答では質問が多く、途中で
遮ることになるほどで、また途中休憩の
間も講師の方に直接質問に来られる方も
多く、参加者の関心の高さがうかがわれ
ました。

建築物における漏水は、最も起こりやす
い不具合の一つです。今回、漏水による
不具合を起こさないための方策を中心と
した講習会を実施しました。
3つのテーマについて講習をおこない、
漏水不具合の事例紹介およびその不具合
を起こさない為の納まりについて、株式
会社大林組大阪本店 建築事業部 生産設
計部長の奥田正孝氏が講義を実施。防水
工法・材料および新しい防水技術につい
て、日本建築学会防水工事運営委員会委
員長で株式会社ダイフレックス エグゼ
クティブコンサルタントの土田恭義氏が
講義を実施。シーリング材料の種類と選
定方法および次世代シーリング材につい
て、日本シーリング材工業会技術副委員
長で株式会社セメダインの八田泰志氏が
講義を実施しました。
奥田氏の講義では、建築物で漏水の可能
性が高い、屋上・外壁・浴室からの漏水

ヘリテージマネージャーとは、文化財の
保全、活用を支援する人材のことです。
この講座は、地域に眠る文化財を発見し、
保全、活用の活動支援を行ったり、特に
平成 8 年に創設された登録文化財制度の
中で、主に建造物の登録支援を担う人材
を養成するために開催されたものです。
大阪府建築士会では、3 年前からヘリ
テージマネージャー育成講座を開催さ
れ、すでに多数の先輩諸氏が、大阪府ヘ
リテージマネージャー協議会会員として
登録されています。また、全国ヘリテー
ジマネージャーネットワーク協議会も組
織され、活動の広がりを見せています。
私は日頃、住宅設計を主な業務にしてい
ますが、この数年リノベーションと呼ば
れる全面改修工事に携わることが多くな
りました。そのなか、新築を基本とした
設計スキルでは対応できない技術的な知

Topics

ルートの様々な事例について図による紹
介と、それに対してどのような納まりと
すれば漏水を防げるのかを、それぞれ寸
法等を交えた詳細な解説をおこなって頂
きました。
土田氏の講義では、防水工法の変遷に始
まり、様々な防水工法の特徴と用途につ
いての講義に加え、従来の工法では難し
かった複雑な意匠形状や改修工事におい
て有効な超速硬型の防水工法について、
材料を硬化させる実演を交えて紹介・解
説をおこなって頂きました。
八田氏の講義では、シーリングの歴史や
材料の種類とその特徴・使用用途の適合
性についての講義に加え、様々な部位に
使用できる耐候性・耐久性の高い新しい
種類のシーリング材料について、特性や
使用用途の紹介・解説をおこなって頂き
ました。
漏水という建築の基本ですが非常に起こ

識の必要性や、改修工事に対する根本的
な設計姿勢が問われていると感じてお
り、それがこの講座を受ける動機となり
ました。関西は伝統的な民家も多く、歴
史的価値の有無にかかわらず、魅力を
持った民家の改修業務に携わる機会は、
ますます増えていくだろうと想像します。
講座は6か月で10回。内容は多岐に渡り、
どれもが興味深いものばかりです。文化
財にまつわる法律、防災、歴史、工法・
構造、登録や活用の事例などの座学の他
に、実測調査や現地見学などの実習では、
実物の文化財を目の当たりにしながら貴
重な講義を拝聴することができました。
いずれも豊富な経験・見識を持たれた講
師の方々ばかりで、濃厚な講座の連続で
した。
文化財に限らず、歴史的な建築物を保存
活用する意味は、歴史が育んだ魅力ある

建築文化を再確認、再発見できることに
あります。また、優れた活用事例は、画
一的な現代の建築のつくられ方を改めて
問い直すことにもなります。歴史や風土
を蓄積した建築や町並みには、新しい扉
を開けるいくつもの鍵があるように感じ
ます。今回の受講を機会に、大阪府ヘリ
テージマネージャー協議会に参加できる
ことを楽しみにしています。

民家の実測調査風景

講義で紹介された不具合事例の一つ 

建築技術講習会『漏水させない基本と新技術〜漏水の原因とその対策、新たな防水材料〜』
日程：平成 29 年 1 月 30 日（月）　　会場：大阪府建築健保会館・６階ホール　　参加者：74 名

西　正樹（研修分科会委員）

平成 28 年度大阪府ヘリテージマネージャー育成講座を受講して
日程：平成 28 年 8 月 27 日（土）〜平成 29 年 1 月 28 日（土）全 10 日間　　参加者：23 名

中島祐三（会員）
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『
今
、
自
治
体
の
ア
ツ
イ
と
こ
っ
！
』

文　
　

榊
原　

敏
弘

関
西
の
玄
関
口
泉
佐
野
市
の
ま
ち
づ
く
り

は
じ
め
に

　

泉
佐
野
市
は
、
大
阪
市
と
和
歌
山
市
の
ほ
ぼ

中
間
に
位
置
し
、
背
後
に一
部
が
金
剛
生
駒
紀
泉

国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
た
和
泉
山
脈
を
擁
し
、

美
し
い
山
河
、
緑
あ
ふ
れ
る
恵
ま
れ
た
自
然
環
境

に
あ
り
ま
す
。
商
・
工
・
農
・
漁
業
が
そ
れ
ぞ
れ

バ
ラ
ン
ス
よ
く
栄
え
て
き
ま
し
た
が
、
関
西
国
際

空
港
の
開
港
な
ど
に
伴
う
人
口
の
増
加
と
と
も

に
、
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

面
積
は
約
五
六
．
五
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

人
口
は
約
一
〇
一、〇
〇
〇
人
、
世
帯
数
は
約

四
五
、〇
〇
〇
世
帯
で
す
。

　

昭
和
二
三
年
四
月
一
日
、
佐
野
町
の
市
制
施

行
に
よ
り
泉
佐
野
市
が
誕
生
し
、
昭
和
二
九
年
、

南
中
通
村
、
日
根
野
村
、
長
滝
村
、
上
之
郷
村
、

大
土
村
の
五
カ
村
が
合
併
し
、
現
在
の
市
域
が
形

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
六
年
九
月
に
開
港
し
た
関
西
国
際
空
港

に
よ
る
イ
ン
パ
ク
ト
や
交
通
ア
ク
セ
ス
の
利
便
性
を

最
大
限
に
活
用
し
、
世
界
と
日
本
を
結
ぶ
玄
関

都
市
と
し
て
、
ま
た
、
緑
あ
ふ
れ
る
恵
ま
れ
た
自

然
環
境
や
歴
史
、
文
化
、
産
業
等
を
生
か
し
、

す
べ
て
の
人
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
充
実
し
た
生
活

が
で
き
る
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
た
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

泉
佐
野
市
へ
の
新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を
つ
く

る
施
策

　

日
本
の
人
口
は
平
成
二
〇
年
に
初
め
て
減
少
に

向
か
い
、
今
後
は
若
年
人
口
の
減
少
と
老
年
人

口
の
増
加
が
加
速
度
的
に
同
時
進
行
し
て
い
く
た

め
、
平
成
五
二
年
代
に
は
毎
年
一
〇
〇
万
人
が
減

少
し
て
い
く
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
生
産

年
齢
人
口
の
減
少
に
よ
り
経
済
活
動
規
模
は
縮

小
せ
ざ
る
を
得
ず
、
ま
た
、
高
齢
者
の
増
加
に
伴

う
社
会
保
障
費
の
増
加
と
相
ま
っ
て
、
経
済
社
会

に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
政

府
は
平
成
二
六
年
一二
月
に
、
国
と
地
方
が
総
力

を
挙
げ
て
地
方
創
生
と
人
口
減
少
の
克
服
に
取

り
組
む
た
め
の
指
針
と
な
る
﹁
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
﹂
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。

　

本
市
の
人
口
は
平
成
二一
年
度
を
ピ
ー
ク
に
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
関
西
国
際
空
港
開
港

や
り
ん
く
う
タ
ウ
ン
の
開
発
に
伴
っ
て
産
業
の
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
も
高
ま
り
、
昼
夜
間
人
口
比
率
は
プ
ラ

ス
に
転
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
本
市
の
め
ざ
す
べ
き
将
来

の
方
向
性
や
人
口
の
中
長
期
展
望
と
な
る
﹁
泉

佐
野
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
﹂
及
び
今
後
五
か
年
の
目

標
や
施
策
の
基
本
的
方
向
、
具
体
的
な
施
策
を

ま
と
め
た
﹁
泉
佐
野
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
﹂
が
平
成
二
七
年
一
〇
月
に
策
定
さ

れ
、
人
口
減
少
の
克
服
と
地
域
が
活
性
化
す
る
、

ま
ち
が
元
気
に
な
る
施
策
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

総
合
戦
略
が
掲
げ
る
四
つ
の
基
本
目
標
の一つ
に
、

﹁
泉
佐
野
市
へ
の
新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を
つ
く
る
こ

と
﹂
が
あ
り
、
具
体
的
施
策
と
し
て
﹁
定
住
・

移
住
の
促
進
﹂
や
﹁
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
に
よ
る

交
流
人
口
の
拡
充
﹂
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

定
住
・
移
住
促
進
施
策（
民
間
建
築
物
部
門
）

　

泉
佐
野
市
で
は
、
定
住・移
住
の
促
進
と
し
て
、

民
間
建
築
物
に
つ
い
て
様
々
な
施
策
メ
ニュ
ー
を
用

意
し
て
お
り
ま
す
。

◦
住
宅
総
合
助
成
事
業

市
内
で
新
築
住
宅
を
建
設
・
購
入
す
る
場
合

や
空
家
バ
ン
ク
制
度
に
登
録
さ
れ
た
中
古
住
宅

を
購
入
す
る
場
合
に
登
記
費
用
や
引
越
し
費

用
等
を
助
成
す
る
制
度

︵
平
成
二
七
年
五
月
一日
か
ら
開
始
︶

◦
三
世
代
同
居
等
支
援
事
業

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
環
境
を
創

る
た
め
、
市
内
で
三
世
代
同
居
・
近
居
を
す
る

場
合
の
住
宅
取
得
費
用
等
の一
部
を
助
成
す
る

制
度

︵
平
成
二
七
年
四
月
一日
か
ら
開
始
︶

◦
新
婚
新
生
活
支
援
事
業

若
い
世
代
が
安
心
し
て
、
結
婚
・
出
産
・
子
育

て
が
で
き
る
住
環
境
を
創
る
た
め
、
市
内
で
住

宅
を
構
え
る
新
婚
世
帯
に
対
し
て
、
住
宅
取

得
費
用
の一
部
又
は
賃
貸
に
係
る
経
費
、
引
越

し
費
用
を
助
成
す
る
制
度

︵
平
成
二
八
年
一〇
月
一日
か
ら
開
始
︶

◦
空
き
家
バ
ン
ク
制
度

中
古
住
宅
の
市
場
に
お
け
る
流
通
を
促
進
す
る

た
め
、
良
質
な
空
き
家
︵
戸
建
て
住
宅
︶
を

市
の
台
帳
に
登
録
し
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
。

︵
平
成
二
七
年
四
月
一日
か
ら
開
始
︶

◦
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業

地
域
の
活
性
化
も
目
的
の一つ
と
し
て
、
市
民

が
市
内
の
施
工
業
者
を
利
用
し
て
行
う
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
つ
い
て
、
一
定
要
件
を
満
た

せ
ば
住
宅
改
造
費
用
の一部
を
助
成
す
る
制
度

︵
平
成
二
八
年
四
月
一日
か
ら
開
始
︶

◦
既
存
民
間
建
築
物
耐
震
関
連
補
助
事
業

昭
和
五
六
年
以
前
の
旧
耐
震
基
準
で
建
て
ら

れ
た
木
造
建
築
物
の
う
ち
一
定
の
基
準
を
満
た

す
も
の
に
つ
い
て
、
耐
震
診
断
、
耐
震
設
計
、

大
阪
府
内
の
ホ
ッ
ト
な
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

連
載 

第
三
十
一
回  

泉
佐
野
市

 
 
泉佐野市の定住・移住促進等施策（民間建築部門）  H28.12 現在の実績 

 

 

 

  

項目    

      

現状で問題なく住める状態 
住むために改修や改造が必要な

状態（耐震上） 
除却が必要な状態 

ステージ 1

ステージ 1（プレミアム） 

ステージ２ ステージ３
ステージ４ ステージ５ ステージ６ ステージ７ （プレミアム

三世代） 

（プレミアム

新婚） 

住宅総合助

成事業 

  

（継続） 

三世代 

同居等 

支援事業 

（拡充） 

結婚新生

活支援事

業   

（新規） 

空き家ﾊﾞﾝｸ

制度 

（継続） 

住宅リフォ

ーム助成事

業  （新

規） 

既存民間建築

物耐震関連補

助事業 （拡

充） 

既存木造住

宅改造 

助 成 事 業 

（継続） 

既存木造住宅 

除却工事補助 

事業（継続） 

空家（老朽危険

家屋）対策  

H27 年実績（件） 104 7 ― 
登録件数

28 件 
― 

診断  7 

設計  1 

改修  1 

1 5 ― 

Ｈ28 年 12 月 

までの実績 
139 件 9 件 

H28 年 

10 月 

から 

登録件数

11 件 
59 件 

診断  13 

設計   3 

改修   2 

1 件 6 件  

補助（助成）内 

容 

登記費用、引

越費用の一部

30 万円 

（最大） 

住宅取得等

又は賃借に

係る費用の

一部 

10 万円 

（最大） 

住宅取得又

は賃借に係

る費用、引越

費用の一部 

18 万円 

（最大） 

 

― 

住宅改造費

用の一部 

10 万円 

（最大） 

診断 4.5 万円

（最大）  

設計 10 万円

（最大） 

改修 70 万円 

or 90 万円

（最大） 

住宅改造費用

の一部 

40 万円 

（最大） 

除却費用の一部 

80 万円 

(最大) 

 

－ 

開 始 時 期 H27.5.1 Ｈ27.4.1 H28.10.1 Ｈ27.4.1 Ｈ28.4.1 Ｈ27.4.1 計画策定後 

 

  

住宅の状態 

ｽﾃｰｼﾞ 

施策 
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耐
震
改
修
工
事
の一
部
を
そ
れ
ぞ
れ
補
助
す
る

制
度

◦
既
存
木
造
住
宅
改
造
助
成
事
業

耐
震
改
修
工
事
を
行
う
際
に
、
併
せ
て
同
時

に
住
宅
改
造
を
行
う
場
合
は
、
一
定
要
件
を
満

た
せ
ば
、住
宅
改
造
費
の一部
を
助
成
す
る
制
度

◦
既
存
木
造
住
宅
除
却
工
事
補
助
事
業

昭
和
五
六
年
以
前
の
木
造
建
築
物
で
耐
震
性

の
な
い
も
の
に
対
し
、一定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、

除
却
費
用
の一部
を
補
助
す
る
制
度

◦
空
家
︵
老
朽
危
険
空
家
︶
対
策

空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法

に
基
づ
き
空
家
対
策
計
画
を
策
定
後
、
助
成

制
度
等
を
検
討
す
る
予
定

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
充

　
こ
こ
数
年
、
訪
日
外
国
人
観
光
客
が
急
増
し
、

泉
佐
野
市
で
は
、
訪
日
外
国
人
宿
泊
者
数
が
全

国
七
位
︵
観
光
庁
宿
泊
旅
行
統
計
調
査
Ｈ
二

七.

一
現
在
︶
と
い
う
こ
と
で
、
ホ
テ
ル
需
要
が
高

ま
る
中
、
宿
泊
施
設
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、
ホ

テ
ル
誘
致
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
南
海
電
鉄
泉
佐
野
駅
周

辺
地
区
が
泉
佐
野
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

に
お
い
て
、
市
域
に
お
け
る
商
業
、
業
務
、
行
政

機
能
の
中
核
を
担
う
拠
点
と
し
、
周
辺
地
域
一
体

と
な
り
、
泉
佐
野
市
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
都

市
機
能
の
充
実
を
図
る
地
区
と
し
て
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
泉
佐
野
駅
東
側
の

駅
前
広
場
に
、
人
工
地
盤
を
建
設
し
、
そ
の
人

工
地
盤
上
に
ホ
テ
ル
建
設
が
可
能
な
も
の
と
す
る

た
め
、
駅
前
交
通
広
場
の一
部
を
変
更
し
、
新
た

に
立
体
的
な
活
用
が
で
き
る
交
通
広
場
を
都
市

計
画
決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
立
体
的
な
活
用

と
あ
わ
せ
て
、﹁
容
積
率
緩
和
制
度
﹂
を
用
い
て
、

土
地
の
高
度
利
用
が
可
能
な
﹁
高
度
利
用
型
地

区
計
画
﹂
を
決
定
し
、
人
工
地
盤
の
建
設
を
含

め
た
ホ
テ
ル
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
駅
前
交

通
広
場
の
立
体
利
用
事
業
者
の
公
募
を
行
い
ま

し
た
。

︿
都
市
計
画
変
更
の
概
要
﹀

　

五
、四
〇
〇
㎡
の
面
積
が
あ
っ
た
駅
前
広
場
の
う

ち
歩
行
者
空
間
に
あ
た

る
一、二
〇
〇
㎡
の
上
空

部
分
に
ホ
テ
ル
建
設
を

可
能
と
す
る
、
立
体
的

な
活
用
の
で
き
る
都
市

計
画
交
通
広
場
を
決
定

し
、
公
共
施
設
と
民
間

施
設
の
二
層
の
土
地
利

用
を
図
る
区
域
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
利
用

と
建
築
物
の
制
限
に
つ
い

て
的
確
に
配
置
・
誘
導

を
図
る
た
め
高
度
利
用

型
地
区
計
画
を
決
定
し

ま
し
た
。

　

提
案
月
額
：
二
四
〇
円
／
平
方
メ
ー
ト
ル

お
わ
り
に

　

ホ
テ
ル
誘
致
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
今
回
紹
介
し

た
事
例
以
外
に
も
、
関
西
国
際
空
港
か
ら
Ｊ
Ｒ

ま
た
は
南
海
電
鉄
で
本
市
へ
渡
り
、
一つ
目
の
駅
に

な
る
﹁
り
ん
く
う
タ
ウ
ン
駅
﹂
の
駅
前
の
公
共
用

地
に
お
い
て
も
、﹁
り
ん
く
う
タ
ウ
ン
北
地
区
地

区
計
画
﹂
の
変
更
︵
ホ
テ
ル
用
途
に
限
っ
て
の
容

積
率
緩
和
︶
手
続
き
を
進
め
な
が
ら
、
ホ
テ
ル
事

業
者
の
公
募
を
同
時
に
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
平

成
二
九
年
三
月
中
旬
に
は
事
業
者
を
決
定
す
る

予
定
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
定
住
・
移
住
促
進

施
策
に
つ
い
て
も
、
新
た
に
平
成
二
九
年
度
か
ら
、

泉
佐
野
市
に
移
住
を
希
望
す
る
方
に
、
泉
佐
野

市
内
の一
部
の
空
室
を
活
用
し
て
、
一
定
期
間
家

賃
を
無
料
で
提
供
し
、
本
市
へ
の
移
住
を
促
進
す

る
﹁
お
た
め
し
移
住
支
援
制
度
﹂
の
創
設
を
考

え
て
お
り
、
人
口
減
少
の
克
服
と
地
域
が
活
性

化
す
る
、
ま
ち
が
元
気
に
な
る
施
策
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

◦
都
市
計
画
道
路
の
変
更

高
松
中
央
線
の
駅
前
広
場
面
積
の
変
更
︵
面

積
約
五
、四
〇
〇
㎡
か
ら
約
四
、二
〇
〇
㎡
︶

◦
都
市
計
画
交
通
広
場
の
決
定

立
体
的
な
範
囲
を
定
め
た
交
通
広
場
の
決
定

︵
面
積
約
一、二
〇
〇
㎡
︶

◦
泉
佐
野
東
駅
前
地
区
地
区
計
画
の
決
定

立
体
的
な
範
囲
を
定
め
た
交
通
広
場
に
お
い

て
、
区
域
の
整
備
方
針
と
地
区
整
備
計
画
を

決
定

　

な
お
、
地
区
整
備
計
画
の
主
な
内
容
と
し
ま

し
て
は
、
地
区
施
設
と
し
て
、
人
工
地
盤
の一
部

に
約
一
七
〇
㎡
の
広
場
を
配
置
し
た
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
現
在
、
公
共
施
設
空
間

に
派
出
所
が
あ
り
、
そ
の
上
空
部
分
に
ホ
テ
ル
を

建
設
す
る
際
、
建
築
基
準
法
上
、
敷
地
と
し
て

設
定
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
部
分
を
利
用
し

て
人
工
地
盤
上
に
広
場
を
配
置
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
用
途
の
制
限
と
し
て
、
ホ
テ
ル

又
は
旅
館
、
も
し
く
は
、
派
出
所
や
公
衆
用
便

所
な
ど
公
益
上
必
要
な
建
築
物
に
限
定
し
て
い

ま
す
。
容
積
率
は
高
度
利
用
型
地
区
計
画
と
い

う
こ
と
で
、
最
高
限
度
は
現
状
の
指
定
容
積
率

四
〇
〇
％
か
ら
七
〇
〇
％
に
緩
和
、
最
低
限
度
は

四
〇
〇
％
と
し
て
い
ま
す
。

︿
ホ
テ
ル
事
業
者
の
公
募
﹀

　

平
成
二
八
年
九
月
に
、
ホ
テ
ル
事
業
者
の
公
募

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
三
事
業
者
か
ら
応
募
提
案
が

あ
り
、
平
成
二
八
年
一二
月
一
五
日
、
泉
佐
野
東

駅
前
交
通
広
場
立
体
利
用
審
査
委
員
会
に
お
い

て
最
優
秀
提
案
者
を
選
定
し
、
事
業
予
定
者
を

決
定
し
ま
し
た
。提
案
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◦
施
設
概
要

用
途
：
ホ
テ
ル
、
階
数
：
一〇
階
、
客
室
数
：

一八
四
室
、
延
床
面
積
：
約
五
、七
〇
〇
㎡

◦
貸
付
料

泉佐野市

榊
原
　
敏
弘

　
泉
佐
野
市
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課 

課
長
代
理

一
九
六
二
年 

大
阪
市
生
ま
れ

一
九
八
六
年
　
大
阪
市
立
大
学
工
学
部
土
木
工
学
科
卒
業

一
九
八
六
年 

泉
佐
野
市
へ
入
庁

駅前交通広場立体利用事業者公募最優秀提案者のイメージ図

りんくうタウン駅前ホテル誘致
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Gallery 建築作品紹介 飾磨の家 設計・管理：大西憲司設計工房
施　　工：笹原建設

敷地は、姫路城の南部にある住宅地の東・北に道路がある角地に位置する。
隣家が迫る南側を閉じ、開放されている北側角地に植栽スペースと玄関ア
プローチを配置した。1 階は、東側道路沿いに要望である車 2 台と駐輪の
オープンな車庫、中庭に面して主寝室を設けた。2 階は、中庭を中心に東
側にリビング、西側にダイニング、キッチンを配置した。それぞれ、変化の
ある天井がやさしく包み込み、光と風がやわらかく充満し、気持のよい空
間となる。リビングの北側を大開口にして、角地に設けた植栽やデッキテラ
スを介して、積極的に街並みへと繋がり、抜けによって拡がりを感じられる
空間の中で、家族が楽しみながら居場所を見つけていく。

構造監理：天野一級建築
　　　　　構造設計事務所
所 在 地：兵庫県姫路市
用　　途：専用住宅
竣　　工：2016.10
構造規模：木造（在来工法）
　　　　　地上 2 階
敷地面積：94.64㎡
建築面積：60.79㎡
延床面積：112.37㎡
写　　真：福澤昭嘉
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Gallery 建築作品紹介 美加の台の家 設計：横関正人＋横関万貴子／NEO GEO
施工：岩鶴工務店

美加の台は河内長野市でも大きなニュータウンで、三方道路に囲まれ南
側二方向が高い擁壁のある眺めのよい敷地形状となっている。北西に面
した道路は、ほぼフラットにアプローチできる。この敷地条件を活かし
ながら終の棲家としてしっとりとした落ち着きのある住宅を計画した。
アプローチは北西側からとし、前庭を介し 1 階部分はコンクリート打放
しの壁が立ち上がっている。その上を木造部分が覆いかぶさってる構造
とした。内部に入り家族室は高台のため窓から眺める景色は緑が多く広
がっている。寝室から連続するデッキも同様に周辺の大きな街路樹を借
景でき緑豊な眺めのよい住宅となった。

所 在 地：大阪府河内長野市
用　　途：専用住宅
竣　　工：2016.12
構造規模：木造 2 階建
敷地面積：252.74㎡ 
建築面積：99.61㎡
延床面積：121.33㎡ 
写　　真：絹巻　豊
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連
載
　
建
築
の
射
程
第
48
回

治す力を持った住宅医の育成

か
ら
、﹁
こ
ん
な
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
住
宅
医

ス
ク
ー
ル
を
実
施
し
て
ほ
し
い
。
特
に
木
造
住

宅
の
耐
震
性
に
つ
い
て
改
め
て
学
び
直
し
た

い
。
そ
の
た
め
に
耐
震
に
関
す
る
講
義
を
強
化

し
て
ほ
し
い
。﹂
と
の
声
で
あ
っ
た
。

　

住
宅
医
ス
ク
ー
ル
は　

全
二
四
講
義
を
必
須

と
し
て
い
る
が
、
毎
回
、
最
終
講
義
を
必
須
講

義
外
の
改
修
事
例
の
紹
介
や
、
演
習
な
ど
に
当

て
て
い
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
枠
を
熊
本
地
震
に

関
連
し
た
木
造
の
耐
震
性
に
関
す
る
講
義
に
急

遽
、
振
り
替
え
て
、
改
め
て
募
集
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
の
結
果
、四
〇
名
の
定
員
に
対
し
、

八
〇
名
近
い
申
し
込
み
が
あ
っ
た
の
だ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
熊
本
地
震
の
直
後
に
、
地
元
の

工
務
店
と
連
絡
を
取
り
合
う
機
会
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
住
宅
医
の
有
志
で
被
災
度
区
分
判
定

調
査
を
さ
せ
て
頂
く
機
会
も
得
た
。
昨
年
五

月
三
一
日
～
六
月
二
日
の
三
日
間
の
調
査
で

は
、
詳
細
調
査
を
常
々
行
っ
て
い
る
住
宅
医
メ

ン
バ
ー
が
参
加
し
て
、
床
下
に
潜
り
、
小
屋
裏

に
入
り
、
短
時
間
で
効
率
的
な
調
査
を
行
う
こ

と
が
出
来
た
。
左
腕
に
は
住
宅
医
の
腕
章
を
つ

け
て
の
調
査
で
あ
っ
た
が
、
熊
本
で
活
躍
す
る

住
宅
医
Ｓ
さ
ん
の
﹁
今
回
、
住
宅
医
と
い
う
資

格
が
あ
っ
た
こ
と
が
役
に
た
っ
た
。
被
災
さ
れ

た
方
に
安
心
し
て
頂
け
た
。﹂
と
い
う
お
話
に
、

胸
を
打
つ
思
い
で
あ
っ
た
。

　

専
門
家
に
相
談
し
た
い
。
と
思
う
気
持
ち
、

そ
の
気
持
に
応
え
て
、
安
心
し
て
い
た
だ
け
る

こ
と
。
そ
ん
な
小
さ
積
み
重
ね
が
、
信
頼
を
得

る
第
一
歩
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
だ
。︿
写

真
④
⑤
﹀

日
本
の
ス
ト
ッ
ク
住
宅
の
性
能

　

現
時
点
で
の
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
お
よ
そ
八
二

％
が
耐
震
化
さ
れ
て
い
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ

る
。こ
の
デ
ー
タ
で
は
昭
和
五
六
年︵
一
九
八
一

年
︶
新
耐
震
基
準
以
降
の
建
物
を
﹁
耐
震
化
さ

れ
た
﹂
と
み
な
し
て
い
る
の
だ
が
、
熊
本
地
震

の
被
害
状
況
か
ら
も
二
〇
〇
〇
年
の
法
改
正
以

降
を
﹁
耐
震
化
さ
れ
た
住
宅
﹂
と
み
な
す
べ
き
、

と
い
う
認
識
が
私
た
ち
の
中
で
は
あ
る
。
さ
ら

に
住
宅
ス
ト
ッ
ク
約
五
〇
〇
〇
万
戸
の
断
熱
性

能
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
で
は
、﹁
ど
の
基
準
も

満
た
さ
な
い
﹂
す
な
わ
ち
無
断
熱
の
住
宅
が

三
九
％
と
あ
る
。︿
図
①
﹀
つ
ま
り
、
日
本
の

住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
多
く
が
、耐
震
性
に
乏
し
く
、

冬
は
か
な
り
寒
い
家
な
の
だ
。
大
地
震
が
来
れ

ば
身
の
危
険
が
あ
り
、
高
齢
者
に
と
っ
て
は
、

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
で
、
家
の
中
で
死
亡
す
る
恐

れ
の
あ
る
住
ま
い
で
暮
ら
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
を
抱
え
る
既
存

住
宅
の
現
状
を
、
正
確
に
把
握
し
的
確
な
改
修

設
計
を
行
な
う
こ
と
が
大
切
で
あ
り
な
が
ら
、

高
度
成
長
期
か
ら
ず
っ
と
、
新
し
く
住
宅
を
つ

く
る
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
た
設
計
者
は
、
住

宅
を
治
す
手
法
に
対
し
て
、
長
ら
く
向
き
合
う

こ
と
が
な
か
っ
た
。

　

今
年
は
、
二
月
二
日
の
住
宅
医
ス
ク
ー
ル
東

京
を
皮
切
り
に
広
島
、
熊
本
、
大
阪
の
住
宅
医

ス
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
合
計
二
六
名
の
ス
ク
ー

ル
修
了
生
︵
建
築
士
の
資
格
所
有
者
︶
が
認
定

住
宅
医
の
受
検
を
し
た
。
こ
の
検
定
は
、
改
修

実
績
を
発
表
し
て
審
査
を
受
け
る
と
い
う
も
の

で
、
計
画
・
構
造
・
温
熱
・
高
齢
者
配
慮
・
調

査
診
断
の
専
門
の
審
査
員
が
、
鋭
い
質
問
や
指

摘
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
定
評
が
あ
る
。
受
検

者
の
真
摯
な
発
表
態
度
に
、
会
場
全
体
が
心
地

よ
い
緊
張
感
に
包
ま
れ
る
。
こ
の
検
定
会
は
、

各
地
、
住
宅
医
ス
ク
ー
ル
の
最
終
講
義
の
後
の

時
間
に
当
て
て
い
る
の
で
、
受
講
生
全
員
が
、

そ
の
発
表
を
聴
き
、
講
評
用
紙
に
意
見
な
ど
を

記
入
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
講
評
用
紙
は
、

後
に
、
全
て
が
発
表
者
に
渡
さ
れ
る
の
だ
が
、

受
検
者
か
ら
は
﹁
様
々
な
視
点
か
ら
の
意
見
が

本
当
に
あ
り
が
た
い
。﹂
と
感
謝
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
毎
年
着
々
と
住
宅
医
が

育
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
今
後
、
各
地
の
住

宅
医
が
地
域
で
ど
の
よ
う
に
活
躍
し
て
い
く
の

か
、
そ
の
展
開
が
楽
し
み
で
も
あ
り
、
そ
の
展

開
を
ど
う
推
進
し
て
い
く
の
か
が
今
後
の
課
題

で
も
あ
る
。︿
写
真
①
②
③
﹀

　

昨
年
二
〇
一
六
年
は　

熊
本
の
地
で
住
宅
医

ス
ク
ー
ル
を
開
催
す
べ
く
、
前
年
二
〇
一
五
年

か
ら
プ
レ
ス
ク
ー
ル
を
実
施
し
準
備
を
重
ね
て

い
た
。
そ
こ
に
熊
本
地
震
が
襲
っ
た
。
ち
ょ
う

ど
、
ス
ク
ー
ル
の
募
集
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
Ｕ

Ｐ
し
て
、
広
報
を
始
め
た
矢
先
、
順
調
に
五
～

六
人
の
申
し
込
み
を
頂
い
た
三
日
程
後
だ
っ
た

と
思
う
、
四
月
一
四
日
の
熊
本
地
震
、
そ
し
て

一
六
日
の
本
震
。
そ
の
後
の
申
し
込
み
は
、
ピ

タ
ッ
と
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。﹁
熊
本
ス
ク
ー

ル
の
実
施
は
難
し
い
か
。﹂
と
い
う
思
い
が
強

く
な
っ
た
五
月
連
休
の
頃
、
混
乱
の
さ
な
か
の

熊
本
か
ら
一
本
の
電
話
が
あ
っ
た
。
熊
本
住
宅

医
ス
ク
ー
ル
の
発
起
人
の
一
人
で
も
あ
る
Ｏ
氏

三澤　文子（みさわ ふみこ）
MSD 主宰、岐阜県立森林文化アカデミー客員教授。地域木材を使用する木造建築の設計と木造建築病理学を踏まえた改修設計を実践する。
著書に「住宅に空間力を」（彰国社 2007）「最高の木造住宅をつくる方法」（エクスナレッジ 2010）など。2007 年日本建築学会賞教育賞受賞、
2013 年日本建築士会連合会賞優秀賞（北沢建築工場）

既存住宅・リフォーム市場の活性化が謳われ、インスペクションという言葉が一般にも知られるようになっ
てきました。一般社団法人住宅医協会では診断だけでなく木造建築を改修できる設計者を育成するために、
住宅医スクールを開講しています。今回は建築家・三澤文子さんに住宅医スクールの活動や住宅医の職能
についてご紹介いただきました。

住宅ストックの性能～省エネ基準・耐震基準の適合比率震

出展：国土交通省資料2013年図①

③ 参加者が記載した講評文
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に
は
﹁
一
般
社
団
法
人
住
宅
医
協
会
﹂
と
し
て

組
織
化
さ
れ
た
。
こ
の
組
織
で
は
前
述
の
住
宅

医
ス
ク
ー
ル
運
営
の
教
育
事
業
と
並
行
し
て
、

既
存
建
物
の
調
査
・
診
断
方
法
お
よ
び
改
修
設

計
・
施
工
方
法
、
改
修
前
後
の
性
能
向
上
評
価

ツ
ー
ル
研
究
・
開
発
を
行
い
、成
果
を
見
て
い
る
。

　

今
後
各
地
で
地
域
の
設
計
者
が
中
心
と
な
っ

て
改
修
実
践
の
た
め
の
学
ぶ
場
を
つ
く
り
、
そ

れ
ら
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
な
が
ら
潜
在

的
な
﹁
真
面
目
な
リ
フ
ォ
ー
ム
希
望
者
﹂
の
掘

り
起
こ
し
を
図
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
住
宅
医
の
存
在
に
よ
っ
て
、
住
宅
ス

ト
ッ
ク
に
健
全
な
改
修
が
な
さ
れ
、
そ
の
こ
と

か
ら
居
住
者
の
住
環
境
が
向
上
す
る
こ
と
で
、

私
た
ち
を
取
り
巻
く
様
々
な
問
題
の
解
決
に
繋

が
ら
な
い
か
と
願
う
も
の
で
あ
る
。

　

既
存
住
宅
の
改
修
技
術
は
、
す
な
わ
ち
﹁
治

す
力
﹂
で
あ
る
。
治
す
こ
と
と
新
し
く
つ
く
る

こ
と
は
性
格
が
全
く
異
な
り
、
治
す
こ
と
は
新

し
く
つ
く
る
こ
と
よ
り
数
段
難
し
い
。
た
だ
難

し
い
か
ら
こ
そ
面
白
く
、そ
し
て
価
値
が
あ
る
。

多
く
の
設
計
者
に
﹁
治
す
力
﹂
を
持
っ
た
名
医

を
目
指
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。

　

実
は
私
自
身
も
一
五
年
以
上
前
は
、
改
修
設

計
に
対
し
﹁
頼
ま
れ
れ
ば
引
き
受
け
る
﹂
と

い
っ
た
態
度
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
自
信
を

持
っ
て
提
案
で
き
る
改
修
設
計
方
法
の
確
信
が

な
く
、
引
き
受
け
た
と
し
て
も
、
経
験
に
頼
っ

た
場
当
た
り
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
白
状

せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
ん
な
矛
盾
を
抱
き
、
問

題
意
識
が
芽
生
え
は
じ
め
た
頃
、
英
国
で
学
問

体
系
と
し
て
存
在
す
る
﹁
建
築
病
理
学
﹂
を
知

る
こ
と
に
な
っ
た
。
早
速
、
当
時
、
教
鞭
を

と
っ
て
い
た
岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

︵
以
下
、
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
︶
に
お
い
て
、

木
造
建
築
の
専
門
教
育
を
実
践
の
一
環
と
し
て

二
〇
〇
六
年
よ
り
﹁
木
造
建
築
病
理
学
講
座
﹂

を
開
始
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
が
前
述
の

住
宅
医
ス
ク
ー
ル
と
展
開
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

住
宅
医
と
い
う
職
能

　

さ
て
、﹁
建
築
病
理
学
﹂
の
学
び
に
て
英
国
で

の
住
宅
を
取
り
巻
く
状
況
を
知
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
英
国
と
日
本
と
の
環
境
の
違
い
を
大
い
に

認
識
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
比
べ
て
み
れ
ば
、

﹁
建
築
家
が
庶
民
の
家
を
設
計
す
る
こ
と
﹂、
つ

ま
り
設
計
者
が
こ
れ
ほ
ど
﹁
戸
建
て
住
宅
﹂
に

か
か
わ
る
こ
と
は
日
本
の
特
徴
で
あ
る
。
そ
れ

な
ら
ば
そ
の
特
徴
を
活
か
す
こ
と
を
考
え
る
べ

き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

既
述
し
た
よ
う
に
、
問
題
を
抱
え
る
住
宅
ス

ト
ッ
ク
の
現
状
を
正
確
に
把
握
し
、
的
確
な
改

修
設
計
を
行
な
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は

明
ら
か
で
、
そ
れ
が
出
来
る
の
は
住
宅
設
計
者

だ
ろ
う
。そ
の
信
念
か
ら
、﹁
木
造
建
築
病
理
学
﹂

の
位
置
づ
け
を
、
英
国
の
サ
ー
ベ
ー
ヤ
ー
︵
米

国
：
イ
ン
ス
ペ
ク
タ
ー
︶
が
有
す
る
調
査
・
鑑

定
と
い
っ
た
職
能
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
改

修
を
目
的
と
し
た
﹁
治
す
力
﹂
を
有
す
る
﹁
住

宅
医
﹂
と
い
う
職
能
育
成
の
た
め
の
学
問
体
系

と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
知
見
を

持
っ
た
﹁
住
宅
医
﹂
の
活
動
が
、
社
会
が
求
め

る
﹁
適
切
な
改
修
﹂
を
実
現
化
す
る
こ
と
を
可

能
に
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
さ

ら
に
は
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
快
適
性
・
耐
震
性
を

高
め
、
住
み
継
ぎ
を
可
能
に
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
住
文
化
の
継
承
や
町
並
み
景
観
保
存
の
可

能
性
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。︿
写
真
⑥
⑦
⑧
﹀

　

こ
の
住
宅
医
育
成
の
提
案
が
、二
〇
〇
九
年
、

国
土
交
通
省
の
長
期
優
良
住
宅
先
導
事
業
に
お

い
て
、
特
に
人
材
育
成
で
評
価
さ
れ
採
択
さ
れ

た
こ
と
を
契
機
に
有
志
が
集
い
、
二
〇
一
四
年

① 2月18日の熊本検定会。スクール受講生約80名が参加 ② 受検者は発表後、座席最前列に座る審査員からの質疑を受ける

⑤ 熊本地震の被害住宅−床下調査

④ 2016年6月1日益城町。被害住宅の調査開始時の依頼主への挨拶

③ 参加者が記載した講評文

⑥ 住宅医による改修事例−改修前の外観

⑦ 改修後の外観

⑧ 改修後の土間空間
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理
事
会
報
告　
　
　

文
責　

本
会
事
務
局

日
時　

二
月
十
五
日
︵
水
︶
十
六
時
～
十
八
時

場
所　

本
会
会
議
室

出
席　

理
事
三
二
名　

監
事
一
名

︵
１
︶
一
月
の
当
期
経
常
増
減
額
は
、収
入
一
〇
、五
九
五
、

三
〇
八
円
、
支
出
一
〇
、二
五
八
、五
五
三
円
、
差
引

三
三
六
、七
五
五
円
で
、
本
年
度
累
計
の
収
支
差
引
は

一
六
、一
五
二
、七
五
一
円
を
報
告
し
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

︵
２
︶
決
算
見
込
み
は
収
支
差
引
が
約
△一二
万
円
の

赤
字
と
な
る
こ
と
を
報
告
し
、
一
二
月
末
時
点
よ
り

も
赤
字
が
減
少
し
た
の
は
、
登
録
閲
覧
事
業
、
省
エ

ネ
講
習
、
青
年
委
員
会
事
業
、
表
彰
事
業
、
耐
震

評
価
事
業
数
の
収
入
増
加
な
ど
が
要
因
で
す
。

︵
３
︶
次
年
度
予
算
案
は
現
状
の
決
算
見
込
額
を

主
に
ベ
ー
ス
と
し
、
会
費
収
入
は
決
算
見
込
額
か
ら

一
〇
〇
名
分
の
減
少
を
想
定
、
病
院
機
構
の
受
託

業
務
の
継
続
、
省
エ
ネ
技
術
講
習
の
新
た
な
実
施
、

既
存
住
宅
状
況
調
査
技
術
者
講
習
を
新
設
し
ま
す
。

一
方
、
受
験
講
習
会
事
業
と
住
宅
省
エ
ネ
講
習
受

託
事
業
の
終
了
、
耐
震
評
価
業
務
の
件
数
減
想
定
、

全
国
大
会
﹁
京
都
大
会
﹂
へ
の
参
加
登
録
費
負

担
増
な
ど
を
見
込
み
、
収
支
額
一
四
二
、八
四
七
千

円
、
差
引
額
〇
円
の
予
算
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

︵
４
︶
二
九
年
度
役
員
候
補
者
選
考
委
員
会
の
検

討
に
よ
る
役
員
一
八
名
の
留
任
、
二
名
の
会
長
推

薦
、
五
名
の
委
員
会
推
薦
が
承
認
さ
れ
、
各
役
員

候
補
者
を
定
時
総
会
に
諮
り
ま
す
。

︵
５
︶
受
験
講
習
会
事
業
は
、
近
年
の
受
講
者
の

減
少
や
事
業
収
支
の
低
迷
に
よ
り
事
業
負
担
が
大

き
く
、
様
々
な
工
夫
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
事
業

の
廃
止
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

︵
６
︶
大
阪
弁
護
士
会
と
本
会
は
、
災
害
時
の
被
災

者
支
援
及
び
建
築
紛
争
解
決
等
を
行
う
こ
と
を
目

的
と
し
た
相
互
協
力
に
関
す
る
覚
書
を
策
定
し
、
三

／
六
に
協
定
調
印
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

建
築
相
談
室
か
ら 

十
一

　
　
　

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
の
説
明
義
務

文　

橋
本
頼
幸

床
直
張
り
で
発
生
し
た
不
陸

　

築
三
二
年
の
中
古
マ
ン
シ
ョ
ン
を
購
入
し
て
工
事
費

四
〇
〇
万
円
以
上
の
全
面
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
っ
た
。リ

フ
ォ
ー
ム
業
者
は
メ
ー
カ
ー
に
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
た

め
、信
用
し
て
い
た
。業
者
は
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
を
ス
ラ
ブ

に
直
張
り
し
、そ
の
結
果
、床
に
最
大
一
五㎜
の
不
陸

が
生
じ
た
が
、事
前
に
説
明
は
な
か
っ
た
。施
工
業
者

に
改
善
工
事
を
求
め
た
が
、直
張
り
の
契
約
で
あ
っ
た

の
で
説
明
義
務
は
な
く
、補
修
は
し
な
い
と
回
答
さ

れ
た
。床
が
重
た
く
な
っ
て
た
わ
ん
で
い
る
の
か
疑
問

で
あ
る
。交
渉
し
て
一
部
補
修
を
し
て
も
ら
っ
た
が
、

改
善
さ
れ
て
い
な
い
。

床
が
重
く
な
っ
た
の
か
？

　

相
談
の
内
容
か
ら
は
、今
回
床
の
不
陸
調
整
の
た
め

に
新
た
に
レ
ベ
リ
ン
グ
を
し
た
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
な
の

で
、仕
上
げ
が
変
わ
っ
た
ぐ
ら
い
で
床
荷
重
は
従
前
と

何
ら
変
わ
り
が
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。従
前
が
フ
ロ
ー

リ
ン
グ
で
は
な
く
畳
や
カ
ー
ペ
ッ
ト
だ
っ
た
と
し
て
も

無
視
で
き
る
程
度
の
差
で
し
か
無
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
一
方
で
古
い
マ
ン
シ
ョ
ン
で
ス
ラ
ブ
厚
さ
が
薄
く
、従

前
畳
や
カ
ー
ペ
ッ
ト
で
仕
上
げ
ら
れ
て
い
た
場
合
、上

下
間
の
騒
音
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に
マ
ン
シ
ョ
ン
の

規
約
な
ど
で
床
素
材
や
遮
音
性
能
の
指
定
が
あ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。遮
音
性
能
の
高
い
複
合
フ
ロ
ー
リ

ン
グ
は
ク
ッ
シ
ョ
ン
性
を
有
す
る
た
め
重
み
で
沈
み
込

み
、水
平
で
施
工
に
問
題
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、家

具
や
ひ
と
の
重
み
で
沈
ん
で
し
ま
い
、測
定
を
す
る
と

不
陸
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

リ
フ
ォ
ー
ム
業
者
の
対
応
に
問
題
は
な
か
っ
た
の
か
？

　

も
ち
ろ
ん
予
想
さ
れ
る
リ
ス
ク
に
つ
い
て
説
明
す
る

必
要
は
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、法
的
に
争
う
ほ
ど
の

案
件
で
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
以
上
、施
工
業
者
と
し
て
は
誠
実
な
対
応

は
必
要
で
し
ょ
う
が
、床
を
張
り
替
え
る
責
任
ま
で

負
う
よ
う
に
は
思
え
ま
せ
ん
。

中
古
マ
ン
シ
ョ
ン
の
床
リ
フ
ォ
ー
ム

　

昨
今
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
流
行
か
ら
、床
材
に
無

垢
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
や
タ
イ
ル
な
ど
に
こ
だ
わ
っ
て
、そ
れ

ら
の
施
工
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま

す
。不
可
能
な
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、遮
音
性
能

を
満
た
す
よ
う
な
工
事
を
す
る
た
め
に
は
か
な
り
手

間
と
費
用
が
か
か
り
、そ
れ
ら
を
知
ら
ず
に
あ
る
い
は

安
価
に
す
る
た
め
だ
け
に
省
略
し
て
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る

ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
ま
す
。マ
ン
シ
ョ
ン
の
上
下
間
の
音
ト

ラ
ブ
ル
は
、発
注
者
と
下
階
の
住
民
間
で
発
生
し
、発

注
者
と
施
工
業
者
の
間
の
ト
ラ
ブ
ル
に
発
展
し
ま
す
。

一
旦
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
と
修
復
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

リ
フ
ォ
ー
ム
時
の
説
明
範
囲

　

築
三
二
年
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
、床
ス
ラ
ブ
の
精
度
は

あ
ま
り
高
く
な
く
、畳
や
カ
ー
ペ
ッ
ト
な
ど
で
仕
上

げ
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
た
め
、今
ま
で
床
に
不

陸
が
あ
っ
た
こ
と
に
気
づ
か
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。中
古
マ
ン
シ
ョ
ン
を
購
入
し
て
か
ら
の
リ
フ
ォ
ー
ム

で
は
、長
年
住
ん
で
い
た
住
ま
い
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
比
べ

て
、事
前
に
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
発
覚
す
る

こ
と
も
多
く
あ
る
で
し
ょ
う
。事
前
に
ど
こ
ま
で
説
明

す
る
必
要
が
あ
る
の
か
の
判
断
は
難
し
い
で
す
。

説
明
は
必
須
、で
き
れ
ば
書
面
で

　

設
計
や
工
事
の
事
前
の
説
明
は
で
き
る
限
り
し
て

お
い
た
ほ
う
が
い
い
と
考
え
ま
す
。こ
だ
わ
り
を
も
つ

発
注
者
の
場
合
は
特
に
念
入
り
に
説
明
し
て
お
い
た

ほ
う
が
い
い
で
し
ょ
う
。ま
た
そ
れ
を
書
面
や
図
面
な

ど
に
明
記
し
て
お
く
と
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。ま
た
、工
事
中
の
こ
ま
め
な
報
告

や
相
談
も
依
頼
者
と
の
信
頼
に
つ
な
が
り
ま
す
。多

少
面
倒
で
も
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
よ
り
は
は
る
か
に
手
間

は
少
な
く
て
す
み
ま
す
。
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監修　　公益社団法人大阪府建築士会
　　　　建築情報委員会

編集　　建築情報委員会『建築人』編集部

　　　　委員長　　　飯田英二

　　　　編集人代表　荒木公樹

　　　　編集人　　　河合哲夫　　北　聖志

　　　　　　　　　　黒川祐樹　　中江　哲

　　　　　　　　　　橋本頼幸　　丸子勇人

　　　　　　　　　　牧野隆義

　　　　事務局　　　山本茂樹　　母倉政美

　　　　印刷　　　　中和印刷紙器株式会社

 

大
阪
ホ
ン
マ
も
ん
解
説

写
真　

田
籠
哲
也　

文　

牧
野
隆
義

　

今
回
紹
介
す
る
明
治
の
洋
館
は
大
阪
市
の
西

部
、
淀
川
の
河
口
付
近
の
此
花
区
伝
法
に
建
っ
て

い
る
。
こ
の
古
い
建
物
は
旧
鴻
池
本
店
と
し
て
利

用
さ
れ
、
隣
接
す
る
町
家
は
旧
鴻
池
忠
次
郎
の
本

宅
で
戦
火
の
被
害
が
激
し
か
っ
た
市
の
西
部
で
は

貴
重
な
建
物
だ
。

　

鴻
池
組
の
始
ま
り
は
、
明
治
四
年
︵
一
八
七
一

年
︶
に
鴻
池
忠
次
郎
が
父
の
廻
船
問
屋
を
引
き
継

ぐ
と
と
も
に
、
土
木
や
建
築
現
場
へ
の
労
務
供
給

業
を
開
始
し
、
大
正
七
年
︵
一
九
一
八
年
︶
に
株

式
会
社
鴻
池
組
を
設
立
。
そ
の
後
、
運
輸
部
門
を

鴻
池
運
輸
株
式
会
社
と
し
て
分
離
、
鴻
池
組
は
建

設
業
専
門
と
し
て
現
在
に
至
る
。

　

洋
館
の
設
計
は
、
旧
松
本
家
住
宅
︵
現
西
日
本

工
業
倶
楽
部
︶
と
の
類
似
性
か
ら
久
保
田
小
三
郎

氏
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
外
観
は
典
型
的
な
和
洋

併
置
式
邸
宅
と
呼
ば
れ
る
様
式
で
、
主
に
接
客
の

場
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。
大
正
三
年
︵
一
九
一
四

年
︶
に
改
修
さ
れ
て
い
る
。

　

一
般
公
開
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、
大
阪
市
内
に

残
る
貴
重
な
近
代
洋
風
・
和
風
建
築
と
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
こ
こ
に
あ
り
続
け
て
頂
き
た
い
。
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大和棟の家　岩田章吾

　この住宅は奈良の西、昭和30－40年代に沿線開発された
住宅地に位置する。クライアントは夫婦、子供一人と犬一匹であ
る。海外との取引が多いクライアントからは、諸室などの具体
的要望に加え、今日的でありながら、日本的なものを感じさせる
住居が求められた。議論を重ね、奈良地方に特有の民家形式で
ある大和棟の形態を引用しながら今日的住まいを作り出すこと
となった。
　大和棟を選択した理由は、主に二つ、宅地開発によって失われ
た、この地にあったであろう風景を再生するためと、大和棟の持
つ形態的な可能性、つまり、大屋根という強い形式でありながら、
二つの異なるスケール感覚が存在することや、二つの屋根の間に
さまざまな空間を生み出しうること、に惹かれたためである。
　かつての風景を再生するという意図から勾配など外観のフォ
ルムやスケール感は伝統的な大和棟にならった。一方で、架構
や内部空間は今日的な解釈を行った。従来の大和棟は急勾配
の主屋と緩勾配の落棟という下屋根が上屋根に従属するような
形であったが、この住宅では、重なり合う二つの屋根を等価に
扱い、またその関係を空間化することで多様なスケールと多様
な場を内包させることを意図した。

撮影：松村芳治　第8回建築人賞受賞作品

■プロフィール
岩田章吾
岩田章吾建築設計事務所代表取締役
一級建築士・工学博士・武庫川女子大学教授
経歴／1964年大阪生まれ、1987年大阪大学工学部建
築工学科卒業、1989年 大阪大学大学院卒業、1989年
竹中工務店設計部（～2005年）、1999年米国コロンビア
大学建築計画大学院、2000年米国コロンビア大学客員
研究員、2002年 神戸大学大学院博士課程入学、2005
年岩田章吾建築設計事務所設立、2006年神戸大学大
学院博士課程卒業、2012年武庫川女子大学教授

■建物データ
建築位置：奈良市
用　　途：個人住宅
規　　模：地上2階建て
構　　造：木造
敷地面積：458.37㎡
建築面積：155.13㎡
延べ面積：206.24㎡




